
平成２９年度 

 

氏 名 藤田
ふ じ た

 虎一
とらいち

 

生 年 昭和 17 年生 

住 所 愛媛県宇和島市 

品 目 

甘平（カンキツ類）（かんぺい（かんきつるい）） 
 愛媛県が西之香を種子親、ポンカンを花粉親に平成３年に交配、平成 19 年に登録 
 糖度が非常に高く「シャキッ」とした食感で好評を得ている 
 最高級のものを「愛媛 Queen スプラッシュ」として販売、ブランド力を向上 
 果実肥大期に激しい裂果が発生することが栽培・普及上の大きな課題 

技 術 

樹冠上部摘果や土壌水分管理等による甘平の裂果対策と食味向上 
 樹冠上部の重点的な摘果と夏芽の発生・活用による葉数確保、樹冠拡大 
 土壌水分の急激な変化防止のための点滴かん水 
 ピートモス等の有機物投入、深耕により十分に根を張らせる 

活 動 状 況 

 昭和 36 年に就農し、温州みかんから単価の高い高級中晩柑主体の経営にシフト 
 現在、155a の経営規模で、早生温州 23a の他は中晩生かんきつで、甘平は 66a

（43％） 
 家族経営で季節臨時雇により労働力を確保し、10 月から４月まで収穫・出荷を分散
 平成18 年に宇和島中晩柑部会を新規設立、甘平等の中晩生かんきつの技術確立に尽力
 県下各地からの視察研修を年間 10 回以上受入れ、技術を普及・指導 

相 談 に 

応じられる 

分野・内容 

 かんきつ（特に中晩生かんきつ）栽培技術全般に亘る指導。 
 甘平の裂果対策、高品質生産指導 
 中晩生かんきつ園地視察研修、研修生の受け入れ 

受 賞 歴 等 
 平成 29 年 えひめ南農協で柑橘の振興に尽力した農家に与えられる 

松尾賞を受賞 

主 な 役 職 

 平成 ８年～10 年 宇和島市農業委員 
 平成 15 年～18 年 宇和島共撰運営委員  
 平成 18 年～22 年 えひめ南農協宇和島中晩柑部会長 
 平成 27 年～29 年       〃 
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